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地
産
地
消
の
推
進
の
た
め
、
学

校
給
食
に
お
い
て
、
茨
木
産
の

米
を
優
先
的
に
使
用
し
て
い
る
こ
と
は

評
価
す
る
が
、
減
農
薬
の
取
組
み
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
市
内
で
栽
培

し
て
い
る
米
を
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使

す
る
と
、
か
な
り
の
負
担
増
に
な
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
保
険
料
の
見
直
し
も

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
低
所
得
者
層
や

生
活
保
護
受
給
者
に
対
し
、
保
険
料
の

軽
減
措
置
は
あ
る
の
か
。

低
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
介
護

保
険
法
施
行
令
に
基
づ
き
、
所

得
段
階
に
応
じ
て
保
険
料
率
の
引
き
下

げ
措
置
を
行
っ
て
い
る
。
生
活
保
護
を

受
給
し
て
い
る
第
１
号
被
保
険
者
に
つ

い
て
は
、
生
活
保
護
制
度
内
で
、
介
護

保
険
料
加
算
に
よ
り
全
額
支
給
し
て
い

る
。
ま
た
、市
独
自
の
減
免
措
置
も
行
っ

て
い
る
。

国
で
は
、
来
年
４
月
の
介
護
保

険
制
度
改
定
に
向
け
て
、「
給
付

と
負
担
」
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
利
用
者
負
担
２
割
の
対
象
が
拡
大

で
に
「
地
域
計
画
」
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
り
、
策
定
に
向
け
た
協
議
の
場
を

活
用
し
、
優
良
農
地
の
復
元
化
に
向
け

た
市
の
支
援
策
を
示
し
な
が
ら
、
実
行

組
合
な
ど
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
、
地

権
者
に
働
き
か
け
て
い
く
。

物
価
高
騰
に
対
す
る
生
活
支
援

と
し
て
、
水
道
・
下
水
道
料
金

の
減
免
は
迅
速
性
の
あ
る
有
効
な
施
策

と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
、
自
営

業
者
等
は
収
入
が
減
る
た
め
に
休
む
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
態
が
考
え
ら

れ
る
。
市
が
休
業
補
償
な
ど
の
制
度
を

実
施
し
、
感
染
の
ま
ん
延
防
止
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

生
活
支
援
に
つ
い
て
は
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
や
小
学
校
給

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
に
よ
り
遊
休
農
地
が
発

生
す
る
中
、
行
政
が
所
有
者
に
指
導
す

る
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
課
題
が
生
じ

て
い
る
。
何
年
も
放
置
さ
れ
た
遊
休
農

地
は
、
雑
草
が
伸
び
、
そ
の
種
子
が
飛

散
し
た
り
、
ご
み
が
投
棄
さ
れ
る
等
、

近
隣
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
解

決
に
向
け
て
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

市
街
化
調
整
区
域
内
の
農
地
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
末
ま

放
置
さ
れ
た
遊
休
農
地
の
問
題
解
決
を

問

介
護
保
険
料
の
軽
減
措
置
は

問

市
民
生
活
を
直
撃
す
る
課
題
に
支
援
を

問 茨
木
産
の
お
米
を
有
機
農
業
に

問答

　
会
派
に
所
属

　
　
し
な
い
議
員

　
山
本
　
由
子

　
日
本
共
産
党    

大
嶺 
さ
や
か

 
自
由
民
主
党
・
絆

  
永
田
　
真
樹

　
い
ば
ら
き

　
　
未
来
の
会

  

西
本
　
睦
子

食
費
の
無
償
化
等
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
社
会
情
勢

を
注
視
し
つ
つ
、
効
果
的
な
施
策
を
検

討
し
て
い
く
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
感
染
症
法
上
２
類
か
ら
５
類

に
移
行
し
、
一
律
の
休
業
要
請
や
感
染

対
策
は
求
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
同

類
の
感
染
症
と
の
整
合
性
の
点
か
ら

も
、
休
業
補
償
等
を
実
施
す
る
考
え
は

な
い
。

第６回定例会  

一般会計補正予算

( 第３号)  質疑

　９月１日、４日の 2 日間にわたり、

令和５年度一般会計補正予算 ( 第３号 )

に対する質疑を行いました。

　主な質疑内容は次のとおりですが、誌

面の都合上、質疑の一部しか掲載できま

せん。詳しい内容は、市議会ホームペー

ジ等で公開予定の会議録をご覧くださ

い。（11 月下旬予定）

左記二次元コードから

録画配信を

ご覧いただけます。

答

答

令和５年度エールいばらき
プレミアム付商品券
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一般会計補正予算質疑

市

議

会

だ

よ

り

わ
な
い
有
機
農
業
に
し
て
は
と
考
え
る

が
、
市
の
取
組
み
は
。

減
農
薬
は
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、
学
校
給
食
に
お

い
て
は
量
の
確
保
や
価
格
の
課
題
も
あ

る
た
め
、
可
能
な
範
囲
で
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
市
と
し
て
農
薬
や
化
学

肥
料
が
軽
減
で
き
る
レ
ン
ゲ
米
栽
培
の

普
及
推
進
等
を
図
っ
て
い
る
が
、
有
機

農
業
に
つ
い
て
は
、
作
物
の
安
定
的
な

栽
培
や
収
穫
が
見
込
み
に
く
い
こ
と
も

あ
り
、
積
極
的
な
推
進
ま
で
は
行
っ
て

い
な
い
。

国
の
示
す
、
①
奨
学
金
返
済
に

苦
し
む
若
者
の
負
担
軽
減
、
②

若
者
の
地
方
へ
の
定
着
促
進
と
い
う
２

つ
の
観
点
か
ら
、
各
地
方
公
共
団
体
で

奨
学
金
返
還
支
援
事
業
が
制
度
化
さ
れ

て
い
る
。
本
市
で
は
、
大
学
奨
学
金
利

子
補
給
事
業
お
よ
び
奨
学
金
返
還
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る

制
度
の
展
開
は
。
ま
た
、
大
学
が
多
い

本
市
に
お
い
て
、
卒
業
後
も
市
内
に
定

住
し
て
も
ら
う
観
点
か
ら
、
市
内
企
業

と
の
連
携
お
よ
び
周
知
に
つ
い
て
市
の

見
解
は
ど
う
か
。

学
生
に
市
内
企
業
の
魅
力
を
伝

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
取
組
み
と

併
せ
、
奨
学
金
に
つ
い
て
も
本
市
の
支

援
状
況
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
奨
学
金
代
理
返
還
制
度
（
※
１
）

に
つ
い
て
は
、
合
同
就
職
面
接
会
の
参

加
企
業
を
は
じ
め
、
市
内
企
業
へ
周
知

し
て
い
く
。
現
在
実
施
し
て
い
る
支
援

制
度
に
つ
い
て
も
、
今
後
も
さ
ら
な
る

周
知
に
努
め
る
。

本
市
の
補
助
基
準
は
、
府
が
示

し
た
モ
デ
ル
要
綱
に
準
じ
、
近

隣
市
の
状
況
も
考
慮
の
上
、
決
定
し
て

お
り
、
聴
力
レ
ベ
ル
を
も
っ
て
補
助
対

象
を
限
っ
て
い
る
。
補
助
制
度
に
は
一

定
の
基
準
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
府
の
制
度
設
計
の
経
過
を
踏
ま
え
、

今
後
、
近
隣
市
の
状
況
に
も
注
視
し
て

い
く
。

本
市
で
は
、
両
耳
の
聴
力
レ
ベ

ル
が
30
㏈
以
上
の
軽
度
難
聴
児

が
補
聴
器
購
入
の
補
助
対
象
と
な
っ
て

い
る
が
、
数
字
の
み
で
判
断
せ
ず
、
補

聴
器
の
使
用
が
必
要
と
の
医
師
の
意
見

書
が
あ
れ
ば
補
助
対
象
を
拡
大
で
き
な

い
か
。
せ
め
て
、
こ
れ
ま
で
補
聴
器
を

使
用
し
て
い
た
子
ど
も
が
、
訓
練
や
治

療
に
よ
り
30
㏈
未
満
ま
で
回
復
し
た
こ

と
で
、
補
助
対
象
外
と
な
ら
な
い
よ
う

制
度
の
変
更
は
で
き
な
い
の
か
。

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
推
進
を

　
公
　
明
　
党

  

大
村
　
卓
司

答
軽
度
難
聴
児
の
補
聴
器
購
入
補
助
に
つ
い
て

問

答

問   
大
阪
維
新
の
会

  
円
藤 
こ
ず
え

（※１）奨学金代理返還制度：（独）日本学生支援機構等から奨学金の貸与を受けていた従業員に対し、企業が
返還金額の一部または全部を代理で返還する制度。

市議会のうごき

７　

月

10 日 議会広報委員会

18 ～
19 日

総務常任委員会視察
（東京都足立区、茨城県つくば市）

21 日 幹事長会

26 日 北部地域整備対策特別委員会

８　

月

1 日 市街地整備対策特別委員会

10 日 議会広報委員会

17 日
文教常任委員会

市民会館跡地等整備対策
特別委員会

28 日
幹事長会

議会運営委員会

29 日 北部地域整備対策特別委員会

９　

月

1 日 本会議（初日）

4 日 本会議（２日目）

６日
民生常任委員会

建設常任委員会

８日
文教常任委員会

総務常任委員会

11 日 文教常任委員会

12 ～
15 日 一般会計決算特別委員会

19 日 議会広報委員会

20 日

幹事長会

議会運営委員会

市民会館跡地等整備対策
特別委員会

22 日
本会議（最終日）

市街地整備対策特別委員会

28 日
総務常任委員会

議員研修会

答
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法
を
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民

へ
の
情
報
発
信
に
努
め
る
こ
と
が
大
切

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

病
院
誘
致
の
進
捗
管
理
の
透
明

性
を
確
保
す
る
点
か
ら
も
、
今

後
、
市
議
会
へ
の
説
明
の
機
会
を
設
け

る
よ
う
調
整
し
て
い
く
。
ま
た
、
病
院

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
事

業
者
候
補
者
と
丁
寧
か
つ
慎
重
に
協
議

を
進
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
市
議
会
へ

報
告
し
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
市
民
へ
も
周
知
し
て
い
き
た
い
。

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
収
支

計
画
の
見
直
し
、
ま
た
、
そ
れ

に
伴
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
等
、

病
院
誘
致
の
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
誘
致
を
進
め

る
に
当
た
っ
て
は
、
透
明
性
、
妥
当
性

の
確
保
の
た
め
、
市
議
会
へ
説
明
す
る

機
会
を
設
け
る
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、

誘
致
病
院
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
市

民
と
病
院
双
方
の
理
解
が
得
ら
れ
る
手

た
収
支
計
画
書
を
基
に
、
市
が
支
援
の

た
め
の
財
政
計
画
を
策
定
す
る
と
あ
る

が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
す
る
際
に

は
、
投
資
可
能
額
を
想
定
す
る
の
が
当

然
で
は
な
い
か
。
資
金
を
支
援
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
上
限
額
を
設
定
し
、
そ

れ
を
超
え
る
場
合
は
、
誘
致
す
る
病
院

機
能
を
精
査
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
考
え
は
。

費
用
に
つ
い
て
は
、
候
補
者
募

集
時
に
は
、
国
等
の
補
助
金
の

活
用
に
加
え
、
開
院
後
は
市
の
既
存
補

助
金
に
よ
る
支
援
を
行
う
も
の
と
し
、

決
定
後
に
協
議
・
調
整
す
る
と
し
て
い

る
。
基
本
整
備
構
想
に
お
い
て
も
支
援

の
考
え
方
を
記
載
の
上
、
引
き
続
き
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
、
病

院
誘
致
を
進
め
る
過
程
で
、
ど
の
よ
う

な
支
援
が
可
能
か
検
討
し
て
い
く
。

近
年
、
国
で
は
持
続
可
能
な
、

環
境
負
荷
を
低
減
し
た
農
業
に

関
す
る
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
国
の
有
機
農
業
推
進
の
動
向
に
つ

い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
次
期
総
合
計
画
の
策
定

に
当
た
っ
て
は
、
農
業
分
野
を
所
管
す

る
課
が
積
極
的
に
参
画
し
、
国
の
動
向

を
踏
ま
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
盛
り

込
ん
だ
記
載
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

国
に
お
い
て
は
、
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
法
が
施
行
さ
れ
る

な
ど
、
農
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に

国
の
第
４
期
が
ん
対
策
推
進
基

本
計
画
で
は
、
予
防
・
医
療
・

共
生
の
３
分
野
の
取
組
み
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
（
※
１
）

を
は
じ
め
、
こ
れ
ら
３
分
野
に
つ
い
て

市
は
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。
ま
た
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

問

答

が
ん
対
策
に
包
括
的
な
施
策
展
開
を

問答

コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
た
病
院
誘
致
を

有
機
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

　
会
派
に
所
属

　
　  
し
な
い
議
員

  
桂
　
　
睦
子

問

誘
致
病
院
と
締
結
し
た
２
回
目

の
覚
書
に
は
、
病
院
が
作
成
し

病
院
誘
致
に
関
す
る
情
報
発
信
に
つ
い
て

   

公
　
明
　
党

  
松
本
　
泰
典

答

問

環
境
負
荷
の
低
減
が
重
要
で
あ
る
と
し

て
お
り
、
そ
の
施
策
の
中
で
有
機
農
業

に
つ
い
て
も
推
進
さ
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
を
は
じ
め

と
し
た
様
々
な
関
係
法
令
の
趣
旨
に
則

り
、
次
期
計
画
策
定
時
に
取
組
み
内
容

を
整
理
、
検
討
し
て
い
く
。

SDGs（持続可能な開発目標）17 のゴール 

   

公
　
明
　
党

  

河
本
　
光
宏

  
大
阪
維
新
の
会

  
萩
原
　
　
佳

（※１）アピアランスケア：がんやその治療に伴う、脱毛などの外見変化に起因する苦痛を軽減するためのケア。

会議録を閲覧できます　市議会では、本会議の会議録を定例会、臨時会ごとに

発行しています。

　各図書館、市役所南館１階の情報ルームで

自由に閲覧できますので、ご利用ください。

　また、市議会ホームページでもご覧いただ

けます。
（https://www.kensakusystem.jp/

 ibaraki-s/index.html）

スマートフォン等
で読み取ることが
できます。
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市

議

会

だ

よ

り

通
級
指
導
教
室
に
つ
い
て
は
、

令
和
８
年
度
以
降
は
、
基
礎
定

数
化
（
※
２
）
が
完
了
す
る
予
定
で
あ

る
。
そ
れ
ま
で
に
つ
い
て
も
、
年
度
ご

と
に
一
定
割
合
の
基
礎
定
数
分
と
、
そ

れ
以
外
は
加
配
（
※
３
）
教
員
と
し
て

配
当
さ
れ
る
。
加
配
教
員
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
す
べ
て
の
学
校
に
教
員
が
配
置

さ
れ
る
よ
う
、
府
に
要
求
し
て
い
く
。

や
新
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
り
、
理
系
人
財
に
と
っ
て
恵
ま
れ
た

環
境
が
整
っ
て
い
く
と
考
え
る
。「
理
系

人
『
財
』」
を
応
援
す
る
ま
ち
と
し
て
、

理
系
大
学
生
や
院
生
、
研
究
所
に
対
し
て

市
独
自
の
支
援
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

大
学
生
や
院
生
へ
の
独
自
支
援

に
つ
い
て
は
、
公
平
性
な
ど
の

課
題
は
あ
る
が
、
理
系
学
部
の
移
転
・

新
設
を
契
機
に
連
携
事
業
の
取
組
み
を

進
め
、
次
代
を
担
う
若
者
・
子
ど
も
の

育
成
や
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向

け
た
土
壌
づ
く
り
を
図
っ
て
い
く
。
研

究
所
に
つ
い
て
は
、
国
や
他
市
の
事
例

を
参
考
に
支
援
の
あ
り
方
を
研
究
し
て

い
く
。

タ
ー
ほ
か
の
、
が
ん
予
防
に
よ
る
経
済

効
果
に
関
す
る
推
計
結
果
を
、
次
期
の

健
康
い
ば
ら
き
21
・
食
育
推
進
計
画
に

盛
り
込
ん
で
は
ど
う
か
。

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
へ
の
助
成

に
つ
い
て
は
、
他
市
の
状
況
等

を
見
極
め
て
い
く
。
予
防
に
つ
い
て
は
、

健
康
教
育
を
実
施
し
、
が
ん
検
診
の
受

診
率
向
上
等
に
努
め
る
。
医
療
・
共
生

に
つ
い
て
は
、
国
・
府
の
計
画
等
を
踏

ま
え
、
適
切
な
情
報
提
供
を
行
い
、
患

者
と
そ
の
家
族
が
安
心
し
、
尊
厳
を

持
っ
て
生
き
ら
れ
る
よ
う
な
施
策
展
開

を
検
討
し
て
い
く
。
推
計
結
果
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
記
載
で
き
る

か
、
健
康
医
療
推
進
分
科
会
で
検
討
し

て
い
く
。

今
年
度
、
学
び
の
場
の
見
直
し

に
よ
り
、
支
援
学
級
か
ら
通
級

に
移
っ
た
児
童
・
生
徒
が
多
数
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
通
級
指
導
教
員
の
最

大
指
導
人
数
は
29
人
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
に
き
め
細

や
か
な
対
応
を
し
て
い
く
た
め
に
、
教

職
員
の
充
実
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市

の
認
識
は
。

本
市
に
は
彩
都
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
パ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
、
今

後
も
、
市
内
大
学
に
理
系
学
部
の
移
転

「
理
系
人
『
財
』
」
を
応
援
す
る
市
独
自
支
援
を

問

マ
ン
パ
ワ
ー
に
よ
る
教
育
体
制
の
充
実
を

　
い
ば
ら
き

　
　
未
来
の
会

  
稲
葉
　
通
宣

 
自
由
民
主
党
・
絆

  
塚
　
　
理

答

答

問

（※ 2）基礎定数化  ：通級指導担当教員を安定して確保していくことを目的として、通級指導を担当する教員を、
学級数に応じて自動的に決まる教職員配置数である「基礎定数」に組み入れていくこと。

（※ 3）加配 ( 定数 )：学校現場の諸問題に対応するために、都道府県の申請に応じて政策的に配当される教職員
の定数。

答

上空から見た彩都ライフサイエンスパーク

　茨木市議会では、インスタグラムを開設してい
ます。
　市議会の活動をより多くの市民の皆さんにお届
けしたいと思います。ぜひ、ご覧ください。

茨木市議会のアカウント
https://www.instagram.com/
ibarakishigikai/

ibarakishigikai

茨木市議会 公式

インスタグラム

アカウント


